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「グループ学習1年目の成果」 
   傍聴席 石堂 智士 

 

早いもので、私が代表になって 8 年目を迎えます。

まだまだ、見習いだと思っておりましたが、10年目が

近づき、そろそろ引退を考える時期になりました。そ

んな状況ですが、最近、市民大学広瀬先生の 2年次グ

ループワークを経験して、傍聴席へ入会する方が増え

て、嬉しい困惑を感じています。 

 さて、傍聴席の

活動は、前回お伝

えしたように、多

様な会員のテー

マニーズを満た

すため、小集団の

グループ学習を

取り入れました。昨年発足したグループは、「地球環

境」、「地方公共交通政策・高齢者問題」、「その他・市

議会」の 3つのグループです。グループ学習の 1年目

がどうだったのか、その成果・実績を報告します。 

 「地球環境」A グループは、栗田リーダー中心に 3

名と少数ですが、ご存じのとおり、有名な活動家が揃

っています。全員学習というより、所沢環境市民の会

を発足し、日本目標の2030年CO₂46％削減に向けて、

エネルギー転換必要性の啓蒙と市民への普及を図っ

ています。 

 「地方公共交通政策」Bグループは、村瀬リーダー

中心に新旧こもごものメンバー5 名です。バランスの

取れたチームで、横浜市の関東運輸局まで出かけ、国

の出前講座「地域公共交通政策」を 7 月に開催し、9

月に質問回答集をレビューし、12月には市の出前講座

「所沢市地域公共交通計画(素案)」をパブコメ協力の

ため実行しました。この 1年間のBグループの成果は

予想を超えるもので、今後の活躍が楽しみです。 

「市議会」Cグループは、石堂リーダー中心に他グ

ループ兼任を含む残り6名です。数年前の入会時より、

市議会傍聴を経験したいとの希望がありましたが、私

の時間が取れず、昨年は政策討論会等へ一度参加した

程度です。その代わり、議会基本条例、「市議会のイロ

ハ」、「市民から見た所沢市の財政」などを数回にわた        

り学習しました。今年は市議会傍聴に挑戦します。 

 

 

国連環境計画（UNEP）は、南極上空のオゾン層が

2066年頃までに、1980年のレベルに回復するとの予

測を発表した。地球全体を覆うオゾン層は、太陽から

の有害な紫外線を遮断している。80年代に極端に薄く

なったオゾンホールが南極で観測され、各国は「モン

トリオール議定書」に基づき、フロンなどの生産と消

費を禁止した。その効果が出てきたのである。ペッテ

リ・ターラス世界気象機関事務局長は、「オゾン対策は

気候変動対策の先行例だ」と指摘した。ウクライナ戦

争問題等のマイナス要因はあるが、温暖化は人類共通

の問題として捉えられている。 

われら地球環境に学ぶサークルは、可能なかぎり幅

広く温暖化の情報収集をし、発信を継続している。特

に、2020年から続く広場の「環境問題シリーズ」は、

今も継続掲載中である。①「第 6次エネルギー基本計

画案」へのパブコメ、②世界農業遺産をめざす「武蔵

野の落葉堆肥農法」支援、③おさらい「COP26」のポ

イント、④身の回りでできる環境に優しい省エネの徹

底について、⑤「もし、所沢市の農地全域にソーラー

シェアリングを採用したら」、他。中でも「地球環境改

善チェック」シートの 2年連続の収集は、俱楽部の意

識付になったと考えている。屋外では、カルチャーパ

ーク・東部クリーンセンター、及び柳瀬荘黄林閣屋敷

林保全活動見学を実施したり、諸問題の深掘りのため

「グリーン／ウォツチ」市民版環境白書 2021、2022、

「レポート 2030」等の読書会を実施。また市民会議の

「所沢環境市民の会」の設立に参加している。 

 

 

 

 

 

 

温暖化を止めよう！！ 
       地球環境に学ぶサークル 中島 峯生 


